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柔軟な働き方改革 各支社提案状況（11/20現在）
（主に本体駅を記載、実際には委託駅・無人駅を含む、一部のセンターは仮称）

●横浜支社
　各センターの円滑な運用に向け、関係社員の兼務発令、必要な教育、業務融合に向けた試行。
　その為の勤務種別変更などを行う。地区の役割は各センターに移管

●八王子支社
　円滑な移行に向け、１１月１日に現場社員を交えたワーキンググループを設置する。
　現在の地区センターは各営業統括センターに統合。

●仙台支社
　山形統括センター新設に向けた準備を１１月１日より開始する。 
　関係社員への兼務発令や、業務融合に向けた試行のための勤務種別変更などを行う。

●千葉支社
　木更津統括センターは、木更津地区に所属。木更津統括センター長は木更津地区駅長を兼ねる。

　支社管内全域を６分割。乗務員区はいずれも入らない「営業統括センター」

●長野支社
　小海線営業所を廃止し、小海線統括センターを新設する。

　範囲は板谷駅～東根駅間・米坂線今泉駅まで・仙山線面白山（信）まで

●秋田支社

根岸営業統括センター

湘南相模統括センター

小田原伊豆統括センター

桜木町駅～洋光台駅間各駅

相模線全線・淵野辺駅～橋本駅間・藤沢駅～大磯駅間 ・茅ヶ崎運輸区・橋本CTCセンター

二宮駅～伊東駅間各駅・CTC を含む熱海運輸区（７月予定）

酒田駅（地区センター含む）・鶴岡駅・酒田運輸区

木更津統括センター

●新潟支社

　範囲は鼠ヶ関駅～酒田駅間各駅

庄内統括センター

山形統括センター 山形駅（地区センター含む）・米沢駅・今泉駅・山形運輸区・（山形支店を含む）

木更津駅（木更津地区指導センターを含む）君津駅・横田駅・久留里駅・木更津運輸区

横手統括センター

秋田営業統括センター

東能代統括センター

弘前営業統括センター

横手駅・横手運輸区

秋田駅・土崎駅

東能代駅・東能代運輸区

弘前駅・五所川原駅

三鷹営業統括センター

立川営業統括センター

八王子営業統括センター

拝島営業統括センター

大月営業統括センター

甲府営業統括センター

三鷹駅・武蔵小金井駅・国分寺駅

立川駅・府中本町駅・東所沢駅

八王子駅・豊田駅・高尾駅

拝島駅・青梅駅・高麗川駅

大月駅・塩山駅

甲府駅・竜王駅・韮崎駅・日野春駅・小淵沢駅
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駅
業
務
に
運
転
業
務
、さ
ら
に
イ
ベ
ン
ト
も

柔軟な働き方の実現について 各支社
提案される

国
労
東
日
本
本
部
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
か
ら
５
月

26
日
に
、
駅
お
よ
び
一
部
の
乗
務
員
区
の
再
編
成

（
統
括
セ
ン
タ
ー
化
・
営
業
統
括
セ
ン
タ
ー
化
）

を
中
心
と
し
た
「
柔
軟
な
働
き
方
の
実
現
に
つ
い

て
」
の
提
案
を
受
け
、
２
回
の
本
社
交
渉
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
10
月
下
旬
か
ら
準
備
が
で
き
た
支
社

か
ら
提
案
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
標
準
数

の
変
更
に
つ
い
て
従
来
は
効
率
化
施
策
の
際
に
示

し
て
き
ま
し
た
が
、
駅
と
乗
務
員
の
込
み
運
用
を

想
定
し
て
い
る
た
め
、
今
後
ダ
イ
ヤ
改
正
提
案
に

併
せ
、
別
途
提
案
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

（
詳
し
く
は
業
務
連
絡
報
を
参
照
）

今
回
の
施
策
は
「
業
務
の

融
合
」
と
い
う
方
針
の
も
と
、

今
日
は
Ａ
駅
、
明
日
は
Ｂ
駅

と
い
っ
た
勤
務
が
常
態
化
し

て
い
く
こ
と
に
な
り
、
乗
務

員
区
が
入
る
「
統
括
セ
ン
タ
ー
」

に
お
い
て
は
、
今
日
は
駅
員
、

明
日
は
運
転
士
と
い
っ
た
働

き
方
が
当
た
り
前
に
な
り
ま

す
。ま

た
、
本
来
業
務
以
外
に

も
、
増
収
活
動
や
Ｃ
Ｓ
活
動
、

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
な
ど

を
行
っ
て
い
く
方
針
で
あ
り
、

委
託
会
社
と
も
従
来
以
上
に

連
携
を
強
化
し
て
い
く
中
身

に
な
っ
て
い
ま
す
。

設
備
系
職
場
か
ら
も
「
兼

務
」
と
い
う
形
で
こ
う
し
た

活
動
に
参
加
し
、
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ

な
ど
の
委
託
会
社
と
も
「
連

携
」
と
い
う
形
で
関
係
を
深

め
る
こ
と
で
、
本
業
に
生
か

し
て
い
く
事
を
期
待
す
る
と

し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
収
入
が
激
減

す
る
中
、
各
駅
や
職
場
横
断

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
活
動
な
ど

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
明
け
番
や
休
日
を
使
っ

て
や
ら
ざ
る
を
得
ず
、
労
働

時
間
管
理
が
で
き
て
い
な
い

ケ
ー
ス
が
散
見
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
今
後
は
そ
う
し

た
事
態
が
、
よ
り
深
刻
化
し

て
い
く
懸
念
が
深
ま
っ
て
い

ま
す
。

主
な
内
容

●
複
数
の
本
体
駅
と
周
辺
エ

リ
ア
の
委
託
駅
・
無
人
駅
を

一
つ
の
現
業
機
関
と
し
て
統

合
す
る
。
一
部
個
所
で
は
乗

務
員
区
も
統
合
す
る
。
乗
務

員
区
が
入
る
場
合
の
名
称
は

「
統
括
セ
ン
タ
ー
」
。
乗
務

員
区
が
入
ら
な
い
場
合
の
名

称
は
「
営
業
統
括
セ
ン
タ
ー
」
。

●
全
て
の
現
業
機
関
で
職
名

を
統
合
す
る
。

[

例]

：
事
務
主
任
・
営
業
主

任
・
輸
送
主
任
・
乗
務
主
任
・

車
両
技
術
主
任
・
施
設
技
術

主
任
・
電
気
技
術
主
任
な
ど

は
、
全
て
「
主
任
」
と
す
る
。

●
発
足
は
、
２
０
２
２
年
３

月
ダ
イ
ヤ
改
正
時
。

【提案資料より】
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Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
、
国
労
東

日
本
本
部
が
求
め
て
い
た
年

末
手
当
要
求
２
．
７
ヶ
月
＋

５
万
円
に
対
し
、
11
月
11
日

に
「
２
．
０
ヶ
月
」
の
回
答

を
行
い
ま
し
た
。
（
昨
年
２
．

２
ヶ
月
）

東
日
本
本
部
は
、
こ
の
間

２
回
の
交
渉
を
行
い
、
社
員
・

組
合
員
の
生
活
実
態
、
コ
ロ

ナ
感
染
の
恐
れ
の
あ
る
中
で

も
業
務
を
続
け
て
き
た
事
、

社
員
が
今
ま
で
に
無
い
よ
う

な
形
で
イ
ベ
ン
ト
な
ど
増
収

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
な
ど
を
訴
え
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
職
場
か
ら
は
若

手
社
員
の
離
職
も
報
告
さ
れ

る
中
で
、
人
材
確
保
の
観
点

か
ら
も
国
労
要
求
に
沿
っ
た

支
払
い
を
求
め
て
き
ま
し
た
。

回
答
に
あ
た
り
、
Ｊ
Ｒ
東

日
本
は
「
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、

努
力
す
る
社
員
に
感
謝
す
る
」

と
し
つ
つ
も
「
業
績
見
合
い

な
ら
０
と
い
う
企
業
も
あ
る

中
で
、
社
員
の
こ
れ
ま
で
の
・

こ
れ
か
ら
の
働
き
や
、
社
員

の
生
活
な
ど
総
合
的
に
判
断

し
た
結
果
」
と
の
最
終
回
答

で
あ
る
姿
勢
を
崩
し
ま
せ
ん

で
し
た
。

東
日
本
本
部
は
「
日
夜
、

Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
に
は
10
月
26
日
、

「
２
．
５
ヶ
月
＋
３
万
円
」

の
年
末
手
当
要
求
を
中
心
と

し
た
申
し
入
れ
を
行
い
、
11

月
９
日
の
交
渉
に
は
東
日
本
・

常
盤
執
行
委
員
と
、
竹
内
特

別
執
行
委
員
、
松
浦
・
本
間

交
渉
委
員
の
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
組
合

員
３
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

交
渉
で
は
会
社
か
ら
、
将

来
に
向
け
て
新
規
採
用
の
継

続
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
ア
プ
リ

の
レ
ン
タ
ル
料
が
か
さ
ん
で

い
る
こ
と
、
新
た
に
女
子
寮

を
借
り
上
げ
て
い
る
こ
と
な

ど
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

国
労
か
ら
は
、
社
員
の
働

き
方
や
増
収
の
努
力
、
生
活

実
態
な
ど
、
昨
年
取
り
組
ん

だ
ア
ン
ケ
ー
ト
の
「
声
」
を

訴
え
、
満
額
支
払
い
を
求
め

安
全
・
安
定
輸
送
を
担
う
社

員
の
労
苦
に
報
い
て
い
な
い
」

と
し
て
、
再
考
を
求
め
て
持

ち
帰
り
検
討
と
し
ま
し
た
が
、

生
活
に
配
慮
す
る
事
か
ら
、

12
日
に
妥
結
・
整
理
を
図
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

現
在
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
は

組
合
未
加
入
者
が
８
割
近
い

中
、
社
員
の
声
を
ど
う
伝
え
、

要
求
を
勝
ち
取
る
か
が
課
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
年
間

「
４
．
０
ヶ
月
」
の
支
給
に

対
す
る
思
い
は
様
々
で
す
が
、

将
来
へ
の
投
資
同
様
、
社
員

へ
の
投
資
を
求
め
る
た
め
、

組
織
拡
大
、
労
働
条
件
改
善

に
向
け
て
、
全
組
合
員
が
ひ

と
つ
と
な
り
奮
闘
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

今
年
７
月
の
Ｌ
ｉ
Ｖ
ｉ
Ｔ
と

の
労
働
協
約
締
結
後
、
年
末
手

当
が
初
め
て
の
交
渉
と
な
り
ま

し
た
。

11
月
１
日
に
２
．
５
ヶ
月
＋

３
万
円
の
要
求
を
提
出
し
、
11

月
10
日
・
16
日
に
行
わ
れ
た
交

渉
で
は
、
社
員
の
生
活
実
態
、

Ｌ
ｉ
Ｖ
ｉ
Ｔ
で
離
職
が
多
く
出

て
い
る
実
態
や
「
魅
力
あ
る
会

社
と
な
る
た
め
に
は
社
員
に
と
っ

厳しい交渉に
初の で

ま
し
た
。
併
せ
て
、
手
当
以

外
に
も
水
戸
支
店

社
員
か
ら
の
労
働

条
件
改
善
の
要
求

も
議
論
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
会

社
は
「
手
当
は
業

績
に
よ
っ
て
変
わ

る
前
提
だ
が
、
生

活
設
計
の
一
部
と

し
て
見
込
み
、
安

定
支
給
を
期
待
す

る
声
が
あ
る
こ
と

は
承
知
し
て
い
る
」

等
の
現
状
認
識
を

示
し
、
11
月
18
日

に
「
２
．
３
５
ヵ

月
＋
１
万
円
」
の

回
答
が
さ
れ
ま
し

た
。
（
昨
年
２
．

４
ヶ
月
＋
２
万
円
）

て
も
魅
力
の
あ
る
労
働
条
件
が

重
要
で
あ
る
」
等
を
指
摘
、
国

労
要
求
に
沿
っ
た
回
答
を
強
く

求
め
ま
し
た
。
会
社
か
ら
は
、

コ
ロ
ナ
拡
大
の
影
響
に
よ
る
厳

し
い
状
況
が
示
さ
れ
た
一
方
、

組
合
と
は
真
摯
に
議
論
し
て
い

く
こ
と
も
示
さ
れ
ま
し
た
。

結
果
、
18
日
に
６
期
連
続
赤

字
の
中
で
、
今
示
せ
る
内
容
と

し
て
「
１
．
２
ヶ
月
」
の
回
答

が
さ
れ
、
そ
の
他
の
職
場
要
求

に
つ
い
て
は
「
で
き
る
こ
と
は

行
っ
て
い
く
」
こ
と
が
示
さ
れ

ま
し
た
。
（
昨
年
１
．
４
ヶ
月
）

今
後
も
Ｌ
ｉ
Ｖ
ｉ
Ｔ
で
働
く

社
員
の
労
働
条
件
を
改
善
に
向

け
引
き
続
き
取
り
組
み
、
労
働

組
合
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
を
プ

ロ
パ
ー
社
員
に
広
め
る
必
要
性

を
認
識
し
ま
し
た
。

持ち帰り検討

ＪＲ東日本・各グループ会社

交渉に臨むJESS組合員

会社
北海道
東日本
東海
西日本
四国
九州
貨物

ソフトバンク

要求
２．５ヶ月

３．０ヶ月
３．０ヶ月
２．５ヶ月
２．５ヶ月
３．０ヶ月
３．０ヶ月

２．７ヶ月+５万円

１．２５ヶ月+５万円

回答
１．６７ヶ月
２．０ヶ月
２．２ヶ月

１．２１ヶ月
１．３２ヶ月
１．６７ヶ月
２．５ヶ月

支払日
１２/１４
１２/３　
１２/１０
１２/１０
１２/７　
１２/１０
１２/９　
１２/１５

【ＪＲ各社の回答状況】

春闘に向け 賃金アンケート

JR東日本グループ社員の
皆さんにお願いします。

59歳以下の


